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1 本稿では、佐伯（2016）の定義を用いてマツダ・三菱自動車・富士重工業を中堅完成車メー カ とー定義する。これら





















マツダは、2015 年 3 月期に全世界で約 138 万台の自動車を生産している。国内が約 92 万台、







（単位：台） 2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
国内 866,992 846,574 879,129 972,533 919,405 
海外 410,502 338,648 320,885 296,763 455,659 
生産計 1,277,494 1,185,222 1,200,014 1,269,296 1,375,064 
海外生産比率 32.1% 28.6% 26.7% 23.4% 33.1%
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輸出は、2015 年 3 月期は約 74 万台となっている。輸出先としては北米が約 30 万台、ヨーロッ




海外の販売は、2015 年 3 月期は北米が約 42 万台となっており全体の約 36％を占めている。
ヨーロッパが約 23 万台、中国が約 21 万台となっている。この 3 地域で 74％を占めており、
マツダにとって重要な市場となっていることがわかる（表 2-3 参照）。
2-2. マツダの海外生産拠点
マツダは、世界に 7 ヶ所の生産拠点を設立している 4。生産規模が最も大きな工場は中国に
あり約 22 万台の自動車を生産している。ついで、生産台数が多いのはメキシコ工場である。
2014 年に生産を開始した新しい工場であるが、約 14 万台を生産する大規模な工場となってい
る。ついで、生産台数が多いのがタイのオートアライアンスである。この生産拠点はマツダと
フォードが 50％ずつ出資した合弁会社となっている 5。生産台数は 3 番目であるが、従業員数は
4 マツダブランドの自動車を生産する委託工場もあるが、本稿ではマツダの生産拠点からは除外している。





（単位：台） 2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
北米 284,204 278,911 342,833 345,138 296,023 
ヨーロッパ 208,927 173,928 165,874 203,144 200,036 
オセアニア 70,532 90,660 97,586 97,871 86,801 
中近東 56,275 22,746 21,228 34,541 50,438 
アジア 42,873 35,323 31,958 44,116 50,034 
アフリカ 7,235 4,420 4,429 4,711 8,165 
中南米 49,399 47,859 38,700 61,279 46,372 
輸出計 719,445 653,847 702,608 790,800 737,869 
輸出比率 83.0% 77.2% 79.9% 81.3% 80.3%
（単位：台） 2011年3月期 2012年3月期 2013年3月期 2014年3月期 2015年3月期
北米 339,712 369,745 370,276 388,165 422,736 
ヨーロッパ 211,484 182,683 171,540 206,724 229,133 
中国 235,800 222,635 174,687 196,483 214,627 
オセアニア 93,797 98,849 111,282 112,608 111,650 
中近東 54,078 33,410 29,852 39,408 44,690 
アジア 72,390 82,517 114,982 89,445 91,518 
アフリカ 15,582 12,595 9,824 11,494 11,468 
中南米 43,464 38,402 35,313 42,344 44,923 
販売計 1,066,307 1,040,836 1,017,756 1,086,671 1,170,745 
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三菱自動車は、2014 年に全世界で約 127 万台の自動車を生産している。国内が約 65 万台、








国名 現地法人名 従業員数 生産 開始年 生産車種
生産台数 
（2015年）
メキシコ マツダメヒコビークルオペレーション 5,785名 2014年 デミオ、アクセラ 140,089台
ロシア マツダソラーズマヌファクトゥリングルースLLC 594名 2012年 CX-5、アテンザ ―
中国
一汽乗用車有限公司 ― 2003年 アテンザ、MPV、 CX-7
215,263台
長安マツダ汽車有限公司 4,300名 2007年 デミオ、アクセラ、 CX-5
長安フォードマツダエンジン有
限公司 2,259名 2007年 自動車用エンジン ―
台湾 福特六和汽車股份有限公司 ― 1987年 プレマシー 5,454台
タイ





ベトナム ヴィナマツダ ― 2011年 デミオ、アクセラ、 アテンザ、CX-5 800台










国内 663,320 585,860 484,428 637,079 648,595 
海外 522,403 542,690 637,187 631,264 626,145 
生産計 1,185,723 1,128,550 1,121,615 1,268,343 1,274,740 
海外生産比率 44.1% 48.1% 56.8% 49.8% 49.1%
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輸出は、2014 年は約 39 万台となっている。輸出先としてはヨーロッパが約 15 万台、中東・
アフリカが約 7 万台、北米が約 5 万台となっている。ヨーロッパだけで約 40％を占めており、
輸出市場としてはヨーロッパが重要となっている。
また、2014 年の輸出比率は約 60％となっている。2010 年から 2012 年までは 70％を超えて
いたのが、2013 年からは 60％を下回っている（表 2-6 参照）。これは 2013 年から日産と共同
で軽自動車の生産を開始したためだと考えられる。軽自動車は日本市場向けの製品のため、輸
出比率が減少したのである。
海外の販売は、2014 年はアジア・アセアンが約 34 万台となっており、全体の約 35％を占




イにあり約 33 万台の自動車を生産している。ついで、生産台数が多いのは中国工場であり 2















北米 70,716 70,343 46,698 51,344 52,509 
欧州 199,236 184,295 150,303 133,966 153,470 
アジア・アセアン 60,078 43,748 31,716 43,558 39,505 
中東・アフリカ 54,189 30,426 41,359 48,881 71,870 
中南米 38,916 46,295 38,472 39,021 27,930 
オセアニア 49,038 44,098 36,551 37,947 42,891 
輸出計 472,173 419,205 345,099 354,717 388,175 










北米 93,950 106,337 84,718 96,987 116,897 
欧州 218,312 218,202 180,901 201,579 227,289 
アジア・アセアン 263,907 299,589 357,438 343,752 344,187 
中東・アフリカ 94,081 65,877 70,862 81,447 106,759 
中南米 85,148 93,328 95,397 103,551 101,001 
オセアニア 67,703 66,474 64,027 76,623 78,804 























国名 社名 生産車種 生産台数 （2014年）
























ベトナム Vina Star Motors Corporation 自動車及び部品の製造・販売 ―
インド 
ネシア
P.T. Mitsubishi Motors Krama 
Yudha Indonesia コルト、RVR 61,065台
P.T. Mitsubishi Krama Yudha 
Motors and Manufacturing 自動車部品の製造 ―
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マツダのサプライヤーは 114 社が ASEAN に進出している。その内訳は、タイが 106 社で































マツダ系列のサプライヤーは 13 件しかなく、全体の 10％に過ぎない。その内訳は内装品が






























インドネシア 1 1 1 1 1 5
タイ 11 1 5 12 6 3 3 5 3 8 5 21 18 4 2 17 124
フィリピン 1 1
ベトナム 1 1
マレーシア 1 2 1 4
合計 11 1 6 13 7 4 4 5 3 8 5 23 21 4 2 18 135
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分析の結果、岡山県の企業が 6 件、広島県の企業が 18 件進出していることがわかった。マ
ツダの地元である広島県の企業が多くなっている。広島県の企業は内装品が 5 件で最も多く、
























マツダ系 1 1 1 1 4
タイ
トヨタ系 2 1 3
マツダ系 2 1 3 1 7
その他 10 1 5 10 5 3 3 3 3 7 5 21 14 4 2 16 112
外資 1 1 2
フィリピン その他 1 1
ベトナム その他 1 1
マレーシア
マツダ系 1 1 2
その他 1 1 2








県のサプライヤーは全てがタイに進出している。その内訳は 1988 年に 1 件、1996 年に 4 件、
2010 年に 1 件となっている。1996 年に進出が集中している。
広島県のサプライヤーは、タイの進出が 11 件で最大である。進出時期は、1994・1995・
1997・2005・2007・2010・2012 年が各 1 件ずつとなっている。特定の時期に集中するような
傾向は見られない。他の ASEAN の国ではベトナムが 2014 年の 1 件が最も新しい。次いで、




開始しているが、その時期に進出したサプライヤーは 1997 年の 1 件だけである。2008 年から
は乗用車の生産を開始しているが 7、その時期に進出したのは 2007 年の 1 件だけである。2010



















岡山 タイ 1 2 1 2 6
広島
インドネシア 1 1 1 1 4
タイ 3 1 2 3 2 11
ベトナム 1 1
マレーシア 1 1 2
合計 4 1 2 1 5 6 5 24
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1996 1 2 1 4
2010 1 1
広島
インドネシア 2013 1 1 1 1 4
タイ







2013 1 2 3
















































































インドネシア 1 3 1 1 3 2 1 3 1 5 4 3 28
カンボジア 1 1
タイ 8 5 4 8 6 5 10 9 6 7 8 14 14 6 2 14 126
フィリピン 1 2 1 1 1 1 1 2 2 1 13
ベトナム 1 1 1 3
マレーシア 1 1 2













岡山県のサプライヤーはタイに 13 件、広島県のサプライヤーがタイに 2 件、インドネシア






















トヨタ系 1 1 1 1 1 1 6
三菱系 1 1
その他 1 2 2 1 1 3 1 4 3 3 21
カンボジア その他 1 1
タイ
トヨタ系 1 2 1 3 3 2 1 2 15
三菱系 2 1 3 2 2 1 11
その他 7 5 4 5 3 3 7 6 3 7 8 10 11 4 1 14 98
外資 1 1 2
フィリピン
トヨタ系 1 1 1 1 4
その他 1 1 1 1 1 2 1 1 9
ベトナム その他 1 1 1 3
マレーシア その他 1 1 2
合計 11 5 9 9 8 9 11 12 8 11 9 20 20 13 2 16 173
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分析の結果、マツダと三菱自動車の両社に納入しているのは、岡山県 4 件、広島県 1 件の 4

























岡山 タイ 1 1 2 3 1 1 2 2 13
広島
インドネシア 1 1
タイ 1 1 2














るには不十分である。詳細を明らかにするために、2016 年 8 月にタイにおいて調査を実施し
ている。今後は現地調査の結果を分析して、ASEAN における中堅自動車メーカーのサプライ
ヤー・システムの実態を詳細に明らかにしていく予定である。
本 研 究 は、 平 成 27 年 度 科 学 研 究 費 助 成 事 業（ 若 手 研 究（B）　 課 題 番 号：15K21586





















岡山 タイ 1 1 1 1 4
広島 タイ 1 1
合計 1 2 1 1 5
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